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日 時 ：令和元年６月４日（火）午後２時～4 時 

場 所 ：小金井市公民館本館学習室 B 

出席者 ：小金井市（菅沼）、小平市（久米）、昭島市（三木）、町田市（白﨑）、国分寺市（高塚）、国立市(今村)、

西東京市（遠藤）、福生市（三浦）、狛江市（馬場）、東大和市（新井）、 事務局（中川） 

記 録 ：日野市（畔上） 

 

[配布資料] 

 (1) 報告事項 

  ・都公連役員会報告。                          資料 1 

(2) 協議事項 

  ・第 2 回委員部会議事録 (案)。                        資料２ 

  ・第１回委員部会研修会。                                              資料３ 

  ・情報交換ﾃｰﾏ（第１回）「公運審の役割とは・・・」            資料４ 

   ――小金井市、小平市、昭島市、町田市、日野市、国立市、福生市、 

狛江市、東大和市よりの提案資料を含む。 

  ・都公連への加盟促進要望書の委員部会としての進め方。          資料５ 

 

[新委員の紹介] 

    ・西東京市の委員には、遠藤 修 殿が就任された。 

 

[議題] 

 (1) 報告事項 

 〇都公連役員会報告（資料 1 参照）( 下線部分は、今回の運営委員会で検討した文言） 

  ｲ) 都公連分担金の納入納期は、６月末。 

  ﾛ) 2019 年度学芸大学公開講座・東京都公民館連絡協議会研修への参加者が少ない。都公連は、今回のよう

な「東京学芸大学連携研修」および「新任研修」・「ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修」の職員研修を行っているが、㏚不足

と思われるので、この 3 つの関連書類を事務局から各公民館に送付することになった。 

   ﾊ) 公共社会教育設備所管の首長部局への移管は、衆議院を通過したので、今後、各市の動きが注目。 

   ﾆ) 今年度(令和 2 年 2 月)都公連研究大会では、「地方分権一括法関連」を基調講演に考えている。 

   ﾎ) 関東甲信越静公民館研究大会(栃木大会)は、今年度 8 月 22 日、23 日開催。（都公連は、第９分科会担当） 

  ﾍ)「要望書」に関して、非加盟市の加盟・研修参加促進のための今後の方策について意見交換した。 

 

(2) 前回議事録（資料 ２参照）の確認（協議事項） 

  各市のﾄﾋﾟｯｸｽの事項で、以下のように追記・訂正した。他は、原案どおり承認された。 

  ｲ）狛江市）「公民館利用者懇談会」⇒ 「公民館利用者懇談会の話がありました」に追加変更。 

  ﾛ) 国立市）「館長５年ぐらい」⇒ 「館長８年ぐらい」に訂正。 

 

(3)協議事項 

 ①今年度、第１回委員部会研修会についての決定事項。（資料 ３参照） 

  ｲ) 講師については、委員部会として、希望した井口啓太郎氏が、文科省の職員に転勤され、立場上承諾でき

ないとのことで、井口啓太郎、長澤成次の両氏の推薦により越村康英氏に決定。 

  ﾛ) 開催月日：９月７日（土） １４：００～１６：００ 

  ﾊ) 開催場所：小金井市市民会館・萌え木ホール（ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝを取り除けば、max,90 名収容可能） 

  ﾆ) テーマ ：「公民館の活性化 ～ 若者に魅力のある公民館にするには ～ 」 

  ﾎ) 講 師 ：越村 康英氏（千葉大・東海大・静岡大・日体大・立教大 非常勤(兼任)講師） 

  ﾍ) 次 第 ：講師の意向として、話を聞いて質問だけではなく、参加者の意見を少しでも聞きたいから、

20 分位でも良いからいくつかのｸﾞﾙｰﾌﾟを作って、今回のテーマについて話し合い、意見交換

をして欲しいとのこと。この意見交換の中で、キーワード１つでもよいから今回話題になった

ものを聞かせて欲しいとの事でした。そのため、ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎の意見交換の時間、講話時間の調整

を含めて、以下のとおり再設定した。 

・司会  小平市 久米 副会長 

・１４：００～１４：０５  挨拶、 菅沼 会長。 進め方の説明、久米 副会長 
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・14:05 ～ 15:15 ⇒ １４：０５～１５：０５  講師のお話 

・５分間休憩 

         ・15:20 ～ 15:40 ⇒ １５：１０～１５：４０ ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎の意見交換（自己紹介はしない） 

         ・１５：４０～１５：５０  ｸﾞﾙｰﾌﾟで最も話題になったｷｰﾜｰﾄﾞ一つを中心に紹介 

                    （ｸﾞﾙｰﾌﾟ数、ｸﾞﾙｰﾌﾟ人数等は、8 月 27 日に検討し、決める。） 

         ・１５：５０～１６：００  講師のまとめ 

 

  ﾄ) 今後委員会として詰める事 

    〇PR チラシについて 

     ・チラシの作成：白﨑委員が、チラシの原案を、約１週間以内に作成し、事務局）中川殿に送付する。

委員全員のｺﾒﾝﾄを得るために、各委員に原案を事務局）中川殿から送付する。 

              7 月２日に、最終版を最終チェックし、チラシの作成を完了させる。 

          ・チラシの配布：７月上旬、各市公民館へ 

     ・申込み   ：７月１０日～８月１０日間を申込期間とした。 

              なお、８月２７日に申込人数に合わせて、研修のレイアウトを決定する。 

    〇非加盟市への PR について 

     ・別途、都公連と相談する。 

 

 ② 都公連への加盟促進要望書の委員部会としての進め方について（資料 ５参照） 

    〇都公連の流れとしては、具体案が出て来ないと先に進まない感触で、委員部会としての具体案に 

     期待しているように思われる。 

    〇他県の加盟状況をチェックする必要はあるが、役員会の動きを注視し、暫く（今後 2～3 回の役員会）

は静観する。なお、動きがないようならば、委員部会での具体的な意見の提言をまとめることとした。 

 

 ③ 情報交換テーマ（第１回）「公運審の役割とは・・・」について  （資料 ４参照） 

    〇各市の委員から提出された資料の主旨を、各市が説明した。 

    〇この各市の説明に基づき、委員部会としての原案を作成し、全委員によるﾒﾝﾃを経て、提言としてま

とめる事とした。  なお、本件についての議論は、一応本日をもって終了とした。 

 

 ④ 情報交換テーマ（第２回）のテーマ選定について。（部会長より提案） 

    〇荒井先生から「指定管理者制度、公民館の有料化」の話しを聞くことが宿題でもあったから、 

     話しを聞いて、議論したいので、 先生への依頼とご都合を問い合わせることになった。 

希望としては、８月２７日の定例会で実施したい。 

    〇実施内容は、お話しと議論とで、約１時間位とする。 

     なお、８月２７日となれば、ｽｹｼﾞｭｰﾙは、 

        ｲ) 荒井先生のお話しと議論で、１時間 

        ﾛ) 第１回研修会の打ち合わせで、１時間    とする。 

 

[各市のトピックス] 

     各市の公民館だより、事業㏚ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等の配布資料により、各市の公民館の取組み等が報告された。 

   

以上 

 

 

 

  次回） 

   日時：令和元年７月２日(火) 午後２時 ～ 午後４時 

   会場：小金井市公民館本館学習室 A 

 

 

              

 

                 2019・7・2 訂正    記録担当） 日野市 畔上                                      


